
Kobe University Repository : Kernel

PDF issue: 2026-07-14

自治体史収集資料の保存・公開・活用 : 茨木市立文
化財資料館 郷土史料室の事例 (<特集>自治体史編さ
んの現在 : 参加と活用の新しい取り組み)

(Citation)
Link : 地域・大学・文化 : 神戸大学大学院人文学研究科地域連携センター年報,15:32-37

(Issue Date)
2023-12

(Resource Type)
departmental bulletin paper

(Version)
Version of Record

(JaLCDOI)
https://doi.org/10.24546/0100489532

(URL)
https://hdl.handle.net/20.500.14094/0100489532

高橋, 伸拓



『LINK』Vol.15　2023 年 12 月

3233

特
集
　
自
治
体
史
編
さ
ん
の
現
在
―
参
加
と
活
用
の
新
し
い
取
り
組
み
―

自
治
体
史
収
集
資
料
の
保
存
・
公
開
・
活
用	

―
茨
木
市
立
文
化
財
資
料
館 

郷
土
史
料
室
の
事
例
―

高
橋
　
伸
拓

は
じ
め
に

　

自
治
体
史
収
集
資
料
は
、
編
さ
ん
事
業
終
了
後
、
史
料
の
保
存
・
公
開

機
関
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
官
庁
や
公
民
館
の
片
隅
に
放
置
さ
れ
た

ま
ま
で
い
る
事
例
も
あ
る
と
い
う（

１
）。

一
方
で
、
自
治
体
史
編
さ
ん
後
に
お

け
る
永
続
的
な
史
料
保
存
活
動
の
必
要
性
、
文
書
館
の
設
置
が
提
唱
さ
れ

て
き
た（

２
）。
基
礎
自
治
体
に
お
い
て
、
自
治
体
史
収
集
資
料
は
、
編
さ
ん
後

の
移
管
先
と
し
て
、
①
文
書
館（

３
）、
②
図
書
館（

４
）、
③
博
物
館（

５
）と
い
う
事
例
が

み
ら
れ
、
文
書
館
の
設
置
が
困
難
な
中
で
、
そ
の
保
存
・
公
開
・
活
用
が

模
索
さ
れ
、
い
ま
だ
多
く
の
自
治
体
で
課
題
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

　

本
稿
は
、
自
治
体
史
収
集
資
料
の
保
存
・
公
開
・
活
用
の
事
例
と
し

て
、
新
修
茨
木
市
史
収
集
資
料
を
中
心
と
し
た
文
献
資
料
の
整
理
・
公
開

ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、
茨
木
市
立
文
化
財
資
料
館
（
以
下
、
文
化
財
資
料
館
）

に
設
置
し
た
郷
土
史
料
室
を
取
り
上
げ
る
。
茨
木
市
は
上
記
の
③
の
事
例

に
位
置
付
く
も
の
で
あ
る
。
博
物
館
に
お
け
る
古
文
書
の
閲
覧
は
、
資
料

保
存
を
第
一
と
す
る
博
物
館
で
の
閲
覧
利
用
の
限
界
、
資
料
閲
覧
専
用
の

部
屋
の
確
保
や
閲
覧
等
に
対
応
す
る
た
め
の
職
員
の
配
置
と
い
う
問
題
が

指
摘
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
課
題
は
あ
る
も
の
の
、「
博
物
館
に
あ

る
文
書
を
よ
り
多
く
の
方
に
少
し
で
も
利
用
し
や
す
く
す
る
た
め
に
で
き

る
事
は
何
か
」
と
い
う
点
は
共
有
さ
れ
る
べ
き
点
で
あ
る（

６
）。

　

以
上
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
は
、
郷
土
史
料
室
の
運
営
の
状
況
を
紹
介
し
、

新
修
茨
木
市
史
収
集
資
料
の
保
存
・
公
開
・
活
用
を
め
ぐ
る
課
題
を
確
認

し
、
今
後
の
展
望
を
述
べ
る（

７
）。
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一
　
新
修
茨
木
市
史
収
集
資
料
の
引
継
と
郷
土
史
料
室
の
運
営

　

こ
こ
で
は
、
新
修
茨
木
市
史
収
集
資
料
の
引
継
と
郷
土
史
料
室
の
運
営

状
況
を
確
認
す
る
。

　

茨
木
市
で
は
市
史
の
編
さ
ん
が
二
度
行
わ
れ
て
い
る
。
一
度
目
は
、
市

制
施
行
二
〇
周
年
記
念
事
業
と
し
て
実
施
し
、
昭
和
四
四
年
（
一
九
六
九

年
）
に
刊
行
し
て
い
る
。
二
度
目
は
、
平
成
一
〇
年
（
一
九
九
八
）
か
ら

市
制
施
行
五
〇
周
年
記
念
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。『
新
修
茨
木
市

史
』
は
、
通
史
三
巻
、
史
料
編
六
巻
、
別
編
一
巻
の
全
一
〇
巻
と
別
冊
一

冊
の
計
一
一
冊
を
刊
行
し
、
平
成
二
八
年
度
に
終
了
し
て
い
る
。
編
さ
ん

の
過
程
で
調
査
し
た
古
文
書
は
一
八
万
点
程
度
で
あ
る
。
借
用
し
た
史
料

は
、
目
録
作
成
及
び
写
真
撮
影
の
の
ち
返
却
し
、
撮
影
デ
ー
タ
は
マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ル
ム
、
紙
焼
き
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
で
保
管
し
て
い
る
。

　

茨
木
市
史
編
さ
ん
室
（
以
下
、
旧
編
さ
ん
室
）
の
解
散
後
、
現
在
は
茨

木
市
教
育
委
員
会
歴
史
文
化
財
課
が
新
修
茨
木
市
史
収
集
資
料
を
引
き
継

い
で
管
理
し
て
い
る
。
平
成
二
九
年
度
か
ら
新
修
茨
木
市
史
収
集
資
料
の

全
体
像
の
把
握
と
公
開
・
活
用
の
方
法
に
つ
い
て
の
構
想
を
ま
と
め
て
い

き
、
令
和
三
年
四
月
か
ら
文
化
財
資
料
館
へ
の
移
転
を
進
め
、
令
和
四
年

三
月
三
一
日
に
郷
土
史
料
室
を
開
室
し
た
。

　

次
に
、
郷
土
史
料
室
の
運
営
状
況
を
確
認
す
る
。
郷
土
史
料
室
の
閲
覧

対
応
は
、「
茨
木
市
立
文
化
財
資
料
館
郷
土
史
料
室
の
文
献
資
料
等
の
閲

覧
に
関
す
る
取
扱
い
要
領
」
を
制
定
し
て
運
用
し
て
い
る
。
新
修
茨
木
市

史
を
は
じ
め
と
し
た
歴
史
関
係
の
図
書
と
、
古
文
書
等
の
文
献
資
料
を
閲

覧
で
き
る
。
郷
土
史
料
室
の
開
室
は
、
文
化
財
資
料
館
の
開
館
と
あ
わ
せ
、

火
曜
・
祝
日
の
翌
日
・
年
末
年
始
（
一
二
月
二
九
日
～
一
月
三
日
）
が
休

み
で
、
開
室
時
間
は
午
前
九
時
～
午
後
五
時
で
、
土
・
日
曜
、
祝
日
も
開

い
て
お
り
、
利
用
し
や
す
く
な
っ
て
い
る
。
郷
土
史
料
室
の
人
員
は
、
令

和
五
年
七
月
一
日
現
在
、
正
規
職
員
一
名
、
会
計
年
度
任
用
職
員
（
史
料

調
査
員
・
週
一
～
二
日
程
度
、
主
に
大
学
院
生
）
八
名
で
、
職
員
で
は
な

い
が
旧
編
さ
ん
室
の
元
ス
タ
ッ
フ
五
名
の
協
力
を
得
て
い
る
。

　

新
修
茨
木
市
史
収
集
資
料
は
、
文
献
関
係
の
史
料
群
（
個
人
・
寺
社
・

区
有
等
）
が
二
一
五
（
市
外
除
く
）、点
数
が
約
一
八
万
点
で
あ
り
、内
訳
は
、

①
購
入
史
料
約
一
万
二
三
〇
〇
点
、
②
寄
贈
史
料
約
二
万
三
八
〇
〇
点
、

③
寄
託
史
料
約
二
万
七
三
〇
〇
点
、
④
借
用
史
料
約
一
一
万
八
二
〇
〇
点

で
あ
る
。
④
は
所
蔵
者
が
保
管
し
て
い
る
。
史
料
は
、
旧
編
さ
ん
室
で

作
成
し
た
目
録
の
見
直
し
、
閲
覧
制
限
の
チ
ェ
ッ
ク
を
経
た
後
、
順
次

公
開
し
て
い
る
。『
茨
木
市
立
文
化
財
資
料
館 

館
報
』
に
目
録
を
掲
載
し
、

目
録
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
て
い
る
。
令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）

三
月
末
日
現
在
、
公
開
し
て
い
る
史
料
群
は
一
四
件
、
公
開
点
数
は
約

四
九
〇
〇
点
で
、
全
体
（
約
一
八
万
点
）
の
三
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
で
あ
る
。

旧
編
さ
ん
室
で
は
歴
史
資
料
管
理
シ
ス
テ
ム
と
い
う
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構

築
し
、
古
文
書
目
録
の
デ
ー
タ
の
管
理
を
し
て
い
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
を

タ
ブ
レ
ッ
ト
（iPad
）
に
入
れ
て
郷
土
史
料
室
に
配
置
し
、
利
用
者
が
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資
料
を
検
索
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
紙
に
印
刷
し
た
目
録
も

備
え
付
け
て
い
る
。
利
用
者
は
閲
覧
希
望
の
史
料
を
史
料
閲
覧
申
込
書
に

記
入
し
、
即
日
閲
覧
で
き
る
。
た
だ
し
、
承
諾
書
が
必
要
な
も
の
は
即
日

閲
覧
で
き
な
い
。

　

続
い
て
、
郷
土
史
料
室
の
利
用
の
状
況
を
確
認
す
る
。

　

来
室
者
は
、
平
日
は
小
学
生
、
年
配
者
が
多
く
、
土
・
日
曜
は
子
供
連

れ
の
方
が
み
ら
れ
る
。
未
就
学
児
・
小
学
生
に
は
、
く
ず
し
字
を
絵
柄
と

し
た
古
文
書
パ
ズ
ル
を
用
意
し
て
、
保
護
者
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
も
ら
い
、

古
文
書
の
啓
発
に
も
努
め
て
い
る
。
史
料
閲
覧
で
の
来
室
は
多
く
な
い
が
、

卒
業
論
文
・
博
士
論
文
の
利
用
、
古
文
書
教
室
受
講
者
の
利
用
、
家
の
ル
ー

ツ
調
査
、
寺
院
・
神
社
の
歴
史
調
査
、
絵
図
・
地
籍
図
・
地
図
・
航
空
写

真
の
閲
覧
等
で
あ
る
。

　

史
料
の
活
用
は
、
古
文
書
教
室
講
座
・
ミ
ニ
展
示
が
あ
げ
ら
れ
る
。

よ
う
―
」（
展
示
期
間
：
二
〇
二
三
年
七
月
一
日
～
一
〇
月
二
日
）
を
開

催
し
た
。
夏
期
の
ミ
ニ
展
示
は
、
夏
休
み
期
間
と
重
な
り
、
小
学
生
の
来

館
が
通
常
時
よ
り
多
く
見
込
め
る
た
め
、
夏
休
み
の
自
由
研
究
の
題
材
と

し
て
使
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
こ
の
内
容
で
行
っ
た
。
関
連
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、「
く
ず
し
字
チ
ャ
レ
ン
ジ（

８
）」

と
題
し
て
週
替
わ
り
で
古
文
書

の
ク
イ
ズ
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
出
題
し
、
参
加
賞
と
し
て
、
茨
木
の
村
名
の

く
ず
し
字
を
プ
リ
ン
ト
し
た
古
文
書
シ
ー
ル
を
配
布
し
た
。

二
　
新
修
茨
木
市
史
収
集
資
料
の
保
存
・
公
開
・
活
用

　

以
上
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
て
、
こ
こ
で
は
新
修
茨
木
市
史
収
集
資

料
の
①
保
存
、
②
公
開
、
③
活
用
を
め
ぐ
る
課
題
を
①
～
③
の
順
に
具
体

的
に
整
理
し
て
み
て
み
る
。

　

①
保
存
は
、
少
子
高
齢
化
と
史
料
継
承
、
山
間
部
の
史
料
調
査
、
行

政
文
書
（
公
文
書
）
の
収
集
、
災
害
時
へ
の
対
応
の
備
え
が
あ
げ
ら
れ

る
。
新
修
茨
木
市
史
の
編
さ
ん
に
あ
た
っ
て
把
握
し
た
史
料
群
は
全
部
で

二
〇
〇
件
ほ
ど
あ
る
。
そ
の
大
半
が
旧
編
さ
ん
室
で
借
用
し
、
調
査
後
に

所
蔵
者
へ
返
却
し
て
現
地
で
保
存
さ
れ
て
い
る
。
所
蔵
者
に
は
、
資
料
館

の
展
示
の
案
内
を
通
知
す
る
な
ど
し
て
、
関
係
の
継
続
を
図
っ
て
い
る
が
、

平
成
二
八
年
（
二
〇
一
六
）
の
大
阪
北
部
地
震
の
影
響
に
つ
い
て
、
状
況

の
把
握
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
懸
案
で
あ
る
。
茨
木
市
の
少
子
高
齢
化

の
状
況
を
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
度
の
国
勢
調
査
で
確
認
す
る
と
、
茨

　

古
文
書
教
室
講
座
は
、
市
史
を
読
み
解
く
と
い
う
テ
ー
マ
の
下
で
、
新

修
茨
木
市
史
収
集
資
料
の
中
か
ら
、
古
文
書
の
テ
キ
ス
ト
を
選
定
し
、
令

和
三
年
度
ま
で
は
前
期
・
後
期
で
年
六
回
実
施
し
て
い
た
。
郷
土
史
料
室

開
室
後
の
令
和
四
年
度
は
、
初
級
編
（
古
文
書
初
心
者
）・
中
級
編
（
古

文
書
解
読
経
験
者
）
を
設
け
て
、
前
期
・
後
期
で
年
六
回
（
計
一
二
回
）

実
施
し
て
い
る
。

　

ミ
ニ
展
示
は
、
新
修
茨
木
市
史
収
集
資
料
等
の
紹
介
を
目
的
と
し
、
こ

れ
ま
で
に
四
回
実
施
し
た
。
令
和
五
年
度
か
ら
は
三
か
月
に
一
回
展
示
替

え
を
し
、
第
五
回
は
「
く
ず
し
字
っ
て
な
に
？
―
古
文
書
を
よ
ん
で
み
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木
市
の
人
口
は
二
八
万
七
七
三
〇
人
で
、
年
齢
三
区
分
別
人
口
は
年
少
人

口
（
〇
～
一
四
歳
）
が
三
万
九
二
二
一
人
（
一
四
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
）、
生

産
年
齢
人
口
（
一
五
～
六
四
歳
）
が
一
七
万
一
九
六
四
人
（
六
一
・
四
パ
ー

セ
ン
ト
）、
老
年
人
口
（
六
五
歳
以
上
）
が
六
万
八
七
〇
一
人
（
二
四
・
五

パ
ー
セ
ン
ト
）
で
、
年
齢
不
詳
が
七
八
四
四
人
で
あ
る
。
平
成
二
七
年
度

の
調
査
と
比
べ
て
年
少
人
口
は
減
少
に
転
じ
て
お
り
、
生
産
年
齢
人
口
は

五
二
二
人
（
〇
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
）
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
老
年
人
口

は
三
七
四
八
人
（
五
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
）
増
加
し
て
お
り
、
高
齢
化
の
進

展
が
う
か
が
え
る（

９
）。

茨
木
市
も
少
子
高
齢
化
は
進
み
、
個
人
所
蔵
者
の
史

料
継
承
が
困
難
に
な
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
、
茨
木
市
北

部
の
山
間
部
は
史
料
調
査
を
行
う
余
地
が
残
さ
れ
て
お
り
、
史
料
継
承
を

念
頭
に
置
い
て
調
査
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
行
政
文
書
（
公

文
書
）
の
収
集
が
で
き
て
お
ら
ず
、
行
政
文
書
の
評
価
・
選
別
・
保
存
と

い
う
サ
イ
ク
ル
を
構
築
す
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。
保
存
に
つ
い
て
は
大

阪
北
部
地
震
時
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
災
害
時
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
、

災
害
に
備
え
て
い
き
た
い
。

　

②
公
開
は
、
文
献
資
料
の
整
理
・
公
開
と
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
、
閲
覧
制

限
へ
の
対
応
が
あ
げ
ら
れ
る
。
旧
編
さ
ん
室
が
把
握
し
た
文
献
資
料
は
約

一
八
万
点
に
の
ぼ
る
。
こ
れ
ら
目
録
の
見
直
し
を
し
た
上
で
の
公
開
が
作

業
量
と
し
て
は
一
番
多
く
あ
り
、
こ
う
し
た
作
業
を
行
う
ス
タ
ッ
フ
の
確

保
の
問
題
が
大
き
い
。
大
学
院
生
の
減
少
と
学
芸
員
等
へ
の
早
期
就
職
が

進
ん
で
人
材
不
足
と
な
り
、
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
が
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

ま
た
、
公
開
に
あ
た
っ
て
は
史
料
の
閲
覧
制
限
の
確
認
を
行
う
必
要
が
あ

る
。
筆
者
が
以
前
勤
め
て
い
た
、
千
葉
県
文
書
館
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
参
考

に
し
て

（
（1
（

、
下
記
の
閲
覧
制
限
文
書
の
基
準
を
設
け
て
、
歴
史
資
料
管
理
シ

ス
テ
ム
に
情
報
を
登
録
し
て
い
る
。個
人
及
び
法
人
そ
の
他
団
体
の
権
利
・

利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
閲
覧
の
制
限
を
要
す
る
文
書
又
は
閲
覧

制
限
の
審
査
を
要
す
る
文
書
は
、
前
者
は
閲
覧
制
限
（
身
分
）、
後
者
は

要
審
査
（
身
分
）
等
と
し
て
、（　

）
内
に
は
以
下
の
制
限
理
由
に
該
当

す
る
も
の
を
記
述
し
、
歴
史
資
料
管
理
シ
ス
テ
ム
の
「
閲
覧
制
限
等
」
の

欄
に
入
力
し
て
い
る
。
大
別
す
る
と
、（
１
）
個
人
の
権
利
・
利
益
に
関

す
る
情
報
、（
２
）
国
、
地
方
公
共
団
体
そ
の
他
団
体
の
事
業
運
営
に
関

す
る
情
報
、（
３
）
犯
罪
等
に
関
す
る
情
報
、（
４
）
法
令
等
に
よ
り
閲
覧

等
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
情
報
を
対
象
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
基
準
を
設

け
て
い
る
が
、
実
際
の
作
業
に
あ
た
っ
て
は
ス
タ
ッ
フ
に
よ
っ
て
判
断
が

異
な
る
難
し
さ
を
感
じ
て
い
る
。
上
記
を
経
て
、
資
料
の
公
開
許
諾
を
所

蔵
者
に
求
め
る
手
続
き
を
迅
速
に
進
め
て
い
き
た
い
が
、
現
状
で
は
難
し

く
、
改
善
し
て
い
き
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

③
活
用
は
、
市
民
等
へ
の
新
修
茨
木
市
史
収
集
資
料
の
啓
発
方
法
を
考

え
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。
古
文
書
を
よ
り
身
近
に
感
じ
、
そ
の
価
値
に

気
付
い
て
も
ら
う
き
っ
か
け
を
作
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
方
法
と
し
て

は
、
展
示
・
講
座
へ
の
利
用
、
未
就
学
児
・
小
学
生
向
け
の
普
及
啓
発
、

古
文
書
サ
ー
ク
ル
の
開
設
が
あ
げ
ら
れ
る
。
郷
土
史
料
室
は
文
化
財
資
料

館
内
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
史
料
の
閲
覧
公
開
だ
け
で
は
な
く
、
展
示
や
講
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座
で
の
活
用
が
よ
り
し
や
す
い
こ
と
が
利
点
で
あ
る
。
展
示
に
つ
い
て
は

ミ
ニ
展
示
の
年
四
回
の
実
施
を
維
持
し
、
ど
の
よ
う
な
史
料
を
所
蔵
し
て

い
る
の
か
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
文
化
財
資
料
館
の
特

別
展
示
で
あ
る
、
テ
ー
マ
展
や
企
画
展
で
も
活
用
し
て
い
き
た
い
。
未
就

学
児
・
小
学
生
向
け
に
は
、
こ
れ
ま
で
古
文
書
パ
ズ
ル
、
古
文
書
シ
ー
ル

を
手
掛
け
て
き
た
。
今
後
も
先
行
研
究

（
（1
（

を
参
照
し
、
古
文
書
の
啓
発
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
き
、
歴
史
や
古
文
書
に
少
し
で
も
興
味
を
持
っ
て
も
ら

う
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。
古
文
書
サ
ー
ク
ル
は
古
文
書
教

室
講
座
を
発
展
さ
せ
て
、
郷
土
史
料
室
の
利
用
促
進
の
た
め
開
設
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

む
す
び
に
か
え
て

　

上
記
の
よ
う
に
、
新
修
茨
木
市
史
収
集
資
料
を
め
ぐ
っ
て
課
題
は
山
積

し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
眠
ら
せ
な
い
よ
う
に
と
日
々
考

え
な
が
ら
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
自
治
体
史
編
さ
ん
後
は
、
各
自
治

体
の
状
況
に
あ
わ
せ
て
、
小
規
模
で
も
閲
覧
ス
ペ
ー
ス
を
作
り
、
週
に
一

日
で
も
史
料
を
閲
覧
で
き
る
日
を
設
け
る
な
ど
し
て
、
利
用
し
や
す
い
よ

う
に
し
て
お
く
体
制
作
り
が
、
保
存
・
公
開
・
活
用
を
意
識
す
る
こ
と
に

つ
な
が
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

基
礎
自
治
体
は
財
政
的
問
題
も
あ
り
、
本
格
的
な
文
書
館
の
設
置
は
難

し
い
状
況
で
あ
る
。
史
料
の
保
存
・
公
開
・
活
用
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し

て
郷
土
史
料
室
の
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

註（
１
）
大
藤
修
・
安
藤
正
人
『
史
料
保
存
と
文
書
館
学
』（
吉
川
弘
文
館
、一
九
八
六
年
）、

七
四
頁
。

（
２
）
安
澤
秀
一
『
史
料
館
・
文
書
館
学
へ
の
道
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
五
年
）、

前
掲
註
（
１
）
大
藤
修
・
安
藤
正
人
『
史
料
保
存
と
文
書
館
学
』、
高
橋
実
『
文

書
館
運
動
の
周
辺
』（
岩
田
書
院
、
一
九
九
六
年
）、
同
『
自
治
体
史
編
纂
と
史

料
保
存
』（
岩
田
書
院
、
一
九
九
七
年
）
等
。

（
３
）
神
奈
川
県
藤
沢
市
の
藤
沢
市
文
書
館
（
高
野
修
『
地
域
文
書
館
論
』
岩
田
書
院
、

一
九
九
五
年
）、
長
野
県
松
本
市
の
松
本
市
文
書
館
（
小
松
芳
郎
『
市
史
編
纂

か
ら
文
書
館
へ
』岩
田
書
院
、二
〇
〇
〇
年
）等
で
あ
る
。
茨
木
市
の
近
隣
で
は
、

大
阪
府
豊
中
市
の
豊
中
市
文
書
館
が
あ
る
。

（
４
）
東
京
都
北
区
は
北
区
立
中
央
図
書
館
に
「
北
区
の
部
屋
」
を
設
置
し
て
い
る

（
保
垣
孝
幸
「
自
治
体
史
編
さ
ん
事
業
後
の
動
向
と
自
治
体
史
の
再
検
証
―

北
区
立
中
央
図
書
館
に
お
け
る
地
域
資
料
の
保
存
・
活
用
―
」『
地
方
史
研

究
』
三
五
四
号
、
二
〇
一
一
年
）、
神
奈
川
県
小
田
原
市
は
小
田
原
市
立
中
央

図
書
館
に
地
域
資
料
室
を
設
置
し
て
い
る
（
下
重
清
「
体
験
し
て
き
た
地
域
史

研
究
と
地
域
資
料
の
現
状
」『
日
本
史
研
究
』
七
二
八
号
、
二
〇
二
三
年
）。
茨

木
市
の
近
隣
で
は
、
兵
庫
県
宝
塚
市
の
宝
塚
市
立
図
書
館
市
史
資
料
室
、
大
阪

府
枚
方
市
の
枚
方
市
立
図
書
館
市
史
資
料
室
が
あ
る
。
小
規
模
自
治
体
に
お
け

る
自
治
体
史
編
さ
ん
後
の
史
料
の
保
存
と
活
用
は
、
資
料
館
の
建
設
は
予
算
的

に
難
し
く
、
図
書
館
で
行
う
こ
と
を
提
唱
さ
れ
て
い
る
（
島
津
良
子
「
自
治
体

史
編
纂
事
業
と
史
料
の
保
存
・
活
用
―
史
料
調
査
の
原
則
と
現
状
―　
そ
の

１
・
そ
の
２
」『
和
歌
山
地
方
史
研
究
』
四
九
・
五
〇
、
和
歌
山
地
方
史
研
究
会
、

二
〇
〇
五
年
）。
し
か
し
、
上
記
の
事
例
以
外
に
、
図
書
館
に
は
整
理
・
公
開
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さ
れ
て
い
な
い
自
治
体
史
収
集
資
料
が
多
数
保
管
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

（
５
）
神
奈
川
県
相
模
原
市
の
市
史
資
料
は
、
当
初
は
図
書
館
古
文
書
室
で
公
開
さ
れ

て
い
た
。
古
文
書
室
が
担
っ
て
き
た
業
務
は
一
九
九
五
年
に
博
物
館
へ
移
行
し

た
（
草
薙
由
美
「
博
物
館
に
お
け
る
文
書
の
保
存
と
活
用
―
相
模
原
市
立
博

物
館
の
事
例
―
」
文
書
館
問
題
研
究
会
・
横
浜
開
港
資
料
館
編
『
歴
史
資
料

の
保
存
と
公
開
』
岩
田
書
院
、二
〇
〇
三
年
）。
兵
庫
県
尼
崎
市
は
『
尼
崎
市
史
』

編
さ
ん
後
に
尼
崎
市
立
地
域
研
究
史
料
館
を
設
け
、
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）

に
尼
崎
市
立
歴
史
博
物
館
に
統
合
さ
れ
、
博
物
館
内
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
し
て

機
能
し
て
い
る
（
岩
城
卓
二
「
人
を
育
て
る
史
料
館
」〔
岩
城
卓
二
他
編
『
博

物
館
と
文
化
財
の
危
機
』
人
文
書
院
、
二
〇
二
〇
年
、
第
五
章
所
収
〕、
河
野

未
央
・
辻
川
敦
「
尼
崎
市
立
地
域
研
究
史
料
館
か
ら
あ
ま
が
さ
き
ア
ー
カ
イ

ブ
ズ
へ
―
尼
崎
市
の
公
文
書
館
事
業
―
」『
歴
史
学
研
究
』
第
一
〇
〇
五
号
、

二
〇
二
一
年
）。

（
６
）
前
掲
註
（
５
）
草
薙
論
文
。

（
７
）
第
二
一
回
歴
史
文
化
を
巡
る
地
域
連
携
協
議
会
当
日
の
発
表
の
内
容
は
、
高
橋

伸
拓
「
地
域
資
料
館
と
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
―
茨
木
市
立
文
化
財
資
料
館 

郷
土
史

料
室
を
事
例
に
―
」（『
Ｍ
ｕ
ｓ
ａ  

博
物
館
学
芸
員
課
程
年
報
』
三
七
号
、
追

手
門
学
院
大
学
博
物
館
研
究
室
、
二
〇
二
三
年
）
に
ま
と
め
て
お
り
、
参
照
さ

れ
た
い
。

（
８
）
文
化
財
資
料
館
元
職
員
の
柴
﨑
謙
信
氏
（
現
・
彦
根
城
博
物
館
学
芸
員
）
の
発

案
に
よ
っ
て
、
令
和
四
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
（
柴
﨑
謙

信
「
子
ど
も
向
け
く
ず
し
字
解
読
体
験
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
―
茨
木
市
立

文
化
財
資
料
館
「
く
ず
し
字
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
の
事
例
か
ら
―
」『
茨
木
市
立
文

化
財
資
料
館 

館
報
』
第
八
号
、
二
〇
二
三
年
）。

（
９
）
茨
木
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttps://w

w
w

.city.ibaraki.osaka.jp/kikou/sou
m

u/soum
u/m

enu/tokei/ibaraki_tokei/tokei_chosa/kokusei_cho

sa/r2kokucho/R2census_result/56561.htm
l

（
10
）
平
野
明
夫
「
千
葉
県
文
書
館
「
古
文
書
整
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」（
改
訂
版
）
の
解

説
（
上
）（
下
）」（『
千
葉
県
の
文
書
館
』
第
一
一
・
一
二
号
、
千
葉
県
文
書
館
、

二
〇
〇
六
・
二
〇
〇
七
年
）。

（
11
）
髙
橋
修
「「
小
学
生
だ
か
ら
読
め
る
古
文
書
講
座
」
事
業
の
実
践
―
新
し
い
博

物
館
教
育
論
と
資
料
論
の
構
築
を
目
指
し
て
」（『
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
：
地
域
・
大
学
・

文
化
』
第
六
号
、
神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
、

二
〇
一
四
年
）、
前
掲
註
（
８
）
柴
﨑
論
文
等
参
照
。

【
付
記
】
本
稿
執
筆
の
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
編
集
委
員
会
の
皆
様
な
ら
び
に
関

係
各
位
に
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。


